
5 藁僅の節窪孝接富

0 フイブリノゲン製剤投与者に対しては, 1 4年当時におblてl収集した4 1 8名の症例に

限って考えても1 C型肝炎に関する知見の進歩や自覚症状が分からなしlままに重篤化する特

性を踏まえ-国蛙J塾童巨些逸払塾三ユ-呈塞岨数起盛塞垂きあヱ三土迦皇ゴ量空あ虹-塵

雀二と二ミ皇三塾旦.

当時の有識者会蔑の判断や,調査時における情報公開に向けた取組み等から見て1塵臣二
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全体として重く受け止めるべきD
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作用報告制度の機能を損うことなく1皇た1個人情報樽や患者と医師とol開係にも十分配
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O 払j遜壁睦堕塗墜塾童壁重す声よう提邑-払j遜壁睦堕塗墜塾童壁重す声よう提邑-
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していたb厚生労働省全体としてl外部の意見を敢り入れる等により堕杢担追塾星土遡塁

三あM腰堂室遜剖盤宣塾宣吐コ過塵題と上エ包塾塾壁壁基墓竺あ亘o

また,今臥存在しないとされた資料が後になって出てくるという事態が生じたことは大

変間題であり1.責任を間うて処分を行うo

o なお1今回の-連の間題により,厚生労働行政に対する国民の信頼を著しく損ねたことに

ついて1我々政治家としても重く受けとめ姿勢を示すべきと考えるo .
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